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障がい福祉障がい福祉のの未来未来をを築築くく

中学校で障がい福祉体験授業

障がい福祉体験を通して…

やさしく思いやりのある声かけを

産業能率大学生の協力で障がい福祉事業所紹介動画を作成

　さまざまな障がいがある人との出会い
とふれあいを通じ、他者の立場や心情を
思いやり、互いに支え合う心や姿勢など
を養うため、中沢中学校2年生の3クラス

（106人）で授業を行いました。
　各クラスで視覚、聴覚、精神、知的、

身体障がい者に、障がいの特性や生活す
る上での困り事などを話していただきま
した。また、フットガードを取り付けた
電動車椅子で行う「電動車椅子サッカー」
や、目隠し歩行などのバリアフリー体験
も行いました。

　今回、中沢中学校で障がい福祉
体験授業の講師を務めた、伊勢原
市障がい者とくらしを考える協議
会の当事者部会長で視覚障がいの
当事者である早乙女さんに話を伺
いました。

私は当事者部会の部会長とし
て、障がいがあっても暮らしやす
い地域を目指し、障がい当事者の
視点で情報交換や課題検討を行っ
ています。

私自身、1歳になる前に角膜が
濁ってしまう病気にかかりまし
た。全く目が見えないわけではな
かったですが、視力はとても弱か

ったです。小学校からは東京の盲
学校に通い、マッサージや、はり
きゅうの勉強をして、将来教員に
なるという目標を持つようになり
ました。

22歳で平塚の盲学校に教員とし
て赴任し、約40年間勤務しまし
た。しかし、退職後に網膜剥離に
かかり、目の前にある物を認識す
ることも難しくなってしまいまし
た。そこからは盲導犬と一緒に生
活し、補助してもらっていました
が、その盲導犬も引退し、現在外
出する際は白杖を持っています。

日常生活では情報を得ることが
大変で、音声を読み上げてくれる
サービスや機械を頼っています。
広報いせはらの声の広報もその1
つです。また、住み慣れた家の中
は、ある程度どこに何があるか分

かりますが、慣れない
場所では手探り状態で
す。家族がいないとき
は、ガイドヘルパーに
付き添ってもらうこと
もあります。

また、レストランな
どでは、機械を操作し
て注文する店舗が増え
てきました。一般には
便利だと思いますが、
私たち視覚障がいがあ
る人にとっては操作できず、とて
も不便に感じます。まだまだ当事
者が抱えている問題や悩みは多く
あると思います。それらの思いを
吸い上げ、市に生の声を伝えるこ
とが私の役割です。

障がいの種類や程度は人それぞ
れです。だれがどのような手助け

を必要としているかは分かりませ
ん。もし、困っている人を見かけ
たら、まずは優しく声をかけてい
ただけるとうれしいです。コミュ
ニケーションを取る事でその人が
必要としていることが分かると思
います。

　令和3（2021）年度から産業能率
大学の協力により、就労を考える
障がい者に向けて、障がい福祉事
業所の雰囲気や魅力を分かりやす
く伝えられるよう、学生と一緒に
事業所ごとの紹介動画を作成して
います。
　学生目線で事業所を取材し、利

用者のインタビューや施設長の声
などを交えて、利用時のイメージ
が伝わりやすいよう、工夫された
内容になっています。
　作成した動画は、自宅でも事業
所の様子が分かると大変好評で、
今年度も施設の紹介動画を作成・
公開しています。

事業所紹介動画を公開中

紹介動画は市ホームページ
「健康・福祉」→「施設・事業
所」、または右のQRコードか
らご確認ください。

来年度も引
き続き紹介す
る事業所を増
やしていく予
定です。

視覚障がいがある方にも、ぼんやり見える、全く見えないなど、
皆さん見え方が違うことに驚いた。
また、聴覚障がいがある方に対し、大きい声で話そうと思ってい
たが、ゆっくり明るくはきはきと話した方がいいことを知った。
視覚・聴覚障がい者ともに、見ることや聞くことが難しくコミュ
ニケーションで不便を感じていることが分かった。そのような方と
コミュニケーションを取るために、歩み寄ることが必要だと思い、
手話などを覚えることに興味を持った。

電動車椅子は簡単だと思ったけど、実際に乗ってみ
ると難しかった。特に真っすぐ安定して進むことが難し
く、ぐらぐらしてしまった。また、手で操作するのも難
しいのに、人工呼吸器を付けた方が、口で操作してサッ
カーをしていてすごかった。
車椅子サッカーを通して人と関わる機会が増え、人生
が変わったという話を聞いてスポーツはいいなと思った。

精神障がいがある方の一人から、うつがすごかったとき、
明るいのが怖くて1日中家から出られないと聞いた。今では半
日仕事をしているとのことで、その努力は並大抵のことでは
ないだろうと感じた。
知的障がいがあり作業が苦手な方が、長い時間をかけて仕

事を覚え、今ではやりがいを感じ、掛け持ちもしていると聞
いてすごいと思った。また、障がい者が前向きに働ける施設
があることもとてもいいと思った。

目隠しをしながら歩くのは、付き添いの人に指示をし
てもらっても怖くてなかなか歩けなかった。付き添う人
との信頼関係が必要だと感じ、障がいがある方とコミュ
ニケーションを取ることはとても大事だと思った。
車椅子体験では、他の班と比べてゆっくり押してもら

ったので、とても安心できた。しかしそれでも、小回り
がきかず障害物にぶつかってしまい、難しいと感じた。

　授業を受けた中学生からさまざまな意見や感想がありました。

伊勢原市には、身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている人伊勢原市には、身体障害者手帳や療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を持っている人
が5026人います(10月1日時点)。このほか、難病や発達障がいなど、障害者手帳を持ってが5026人います(10月1日時点)。このほか、難病や発達障がいなど、障害者手帳を持って
いなくても何かしらの生活のしづらさを抱えている人もいます。いなくても何かしらの生活のしづらさを抱えている人もいます。

市では、障がいのある人もない人も住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の実現を市では、障がいのある人もない人も住み慣れた地域で安心して暮らせる社会の実現を
目指して、障がい福祉サービスをはじめ、障がい福祉事業に取り組んでいます。目指して、障がい福祉サービスをはじめ、障がい福祉事業に取り組んでいます。

ともに生きる社会づくりには、地域の協力が不可欠です。幅広く多くの人に障がい福ともに生きる社会づくりには、地域の協力が不可欠です。幅広く多くの人に障がい福
祉を理解してもらうため、さまざまな方法で積極的に知る機会を増やしています。今号祉を理解してもらうため、さまざまな方法で積極的に知る機会を増やしています。今号
では、学生を対象とした障がい福祉に関する取り組みを紹介します。では、学生を対象とした障がい福祉に関する取り組みを紹介します。

障がい福祉障がい福祉課 課 94-94-47204720 95-761295-7612

　障がいのある人への理解を深め、社会参加への意欲を高
めることを目的に、地域の皆さんと交流する催しです。障
がい福祉に携わる団体の紹介や、施設で作られた雑貨の販
売などを行います。
と　き　12月9日（土）午前10時～午後2時まで
ところ　すこやか園、地域作業所ドリーム、伊勢原南コミ
ュニティセンター※桜台小学校が臨時駐車場として使用可

主な内容
どら焼き無料配布（先着500人）、ボランテ
ィア活動紹介、大道芸、バンド演奏、消防
車・パトカー・白バイ乗車体験、スタンプ
ラリー ほか
当日の問合せ先
すこやか園 93-6914 94-3846
地域作業所ドリーム 91-5000 91-5005
▪担障がい福祉課 94-4720 95-7612

視覚障がい者が持つ白
はくじょう

杖の役割を紹介

車イスで障害物を避けるのは難しいです

聴覚障がい者の質問に挙手で答える生徒

目隠しすると怖くてなかなか前に進めません

口や手で操作する電動車椅子
サッカー選手

聴覚障がい者に手話
で質問する生徒も

パスを受けてゴールを狙います

早
さ お と め

乙女 松
ま つ お

男さん
（岡崎・75歳）

バリアフリー体験でお手本を見せる早乙女さん

話を聞いて動画のコンセプトを固めます話を聞いて動画のコンセプトを固めます 普段過ごしている施設の様子を紹介普段過ごしている施設の様子を紹介 農業を行う事業所もありました農業を行う事業所もありました

動画発表会の様子動画発表会の様子
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